
平成２９年度 西伊豆町教育委員会第９回定例会 

 

１ 開催日  平成３０年１月１７日（水） １３：３０～１４：００       

２ 場 所  福祉センター２Ｆ 大会議室 

３ 出席者  清野裕章教育長・山本久美子委員（職務代理）・鈴木秀輝委員 

・渡邉美成委員・藤井繭子委員 

［事務局 髙木光一・山本諭］ 

 欠席者   

４ 傍聴者  なし 

 

教 育 長：ただ今の出席者は５名です。過半数に達していますので、ただ今から平

成２９年度第９回の定例会を開催いたします。まず、「議事録の承認につ

いて」ですが、平成２９年１２月１３日開催の第８回定例会の議事録に

ついては、職務代理の山本久美子委員と鈴木秀輝委員が確認し署名いた

しましたので、ご承認いただいてもよろしいでしょうか。 

（委員：全員異議なし） 

教 育 長：次の議事録署名委員ですが、渡邉美成委員にお願いします。 

（渡邉委員：了解） 

教 育 長：それでは、第１４号議案の「西伊豆町立学校処務規程の一部を改正する

規程について」を議題とします。事務局から説明をお願いします。 

髙  木：それでは、第１４号議案をご覧いただきたいと思います。「西伊豆町立学

校処務規程の一部を改正する規程について」ですが、議案の提案理由に記

載のとおり、育児・介護関連休暇等の県の条例、規則等の改正があったこ

とと、賀茂地区統一様式の見直しを行ったことにより、西伊豆町立学校処

務規程の一部を改正したいというものであります。改正の内容につきまし

ては、担当の山本係長から説明をさせていただきます。 

山  本：既にお配りしてあります資料をご覧ください。西伊豆町立学校処務規程の

一部を改正する規程については、介護関係の県の条例、規則等の改正があ

ったことによって、若干文言を変えたりというものの改正です。それから、

賀茂地区の教育委員会法務担当者会議で処務規程や事務関係の要領等を賀

茂地区統一のものとすることを昨年実施しまして、今現在賀茂地区におい

て同じものを使っています。これを１年実施してきまして不具合等がある

部分について１２月中の会議で見直しまして、それによって指摘を受けた

分を今回の改正する規程という形で変更したいというものです。様式の方

から説明します。１枚めくったところの休暇等の承認申請ですが、こちら

はかなり細々と書いてあります。元々このような様式が昨年度に統一様式

として制定させていただきましたが、この中の表の一部として細かい部分

なので省かせていただきますが、河津町や松崎町から使ってみて不具合が

あったということで一部文言の訂正があります。これについては教職員の

方たちが休暇等を承認する際に使う様式になっています。実際に使ってみ



たというところから一部修正が加わっております。続きまして、次のペー

ジになります。こちらもほぼ同じになりますが、こちらは様式第４５号に

なります。同じく先生方が休暇を取るための書類になっておりまして、様

式第４５号が校長先生が休暇を取る場合に教育長に決裁を取るもの、今回

の様式第４５号は教職員の方が学校長なり教頭なりに休暇を取る時に使っ

ているものです。４４号と４５号の違いは左側に決裁欄が教育長と４５号

は校長まで、このあたりの違いになっておりまして、修正内容は４４号、

４５号とも同じ部分になっております。続きまして、介護休暇承認申請書

のページになります。こちらも冒頭でありましたとおり、県の条例や規則

等の改正があって実際ここ１年使ってきて養護教諭の先生方からの指摘が

ありまして、様式の変更を行うものです。表面と裏面が一体になったもの

になっています。実際に養護教諭の先生方から指摘があった訳ですが、実

際使うには介護休暇を取る先生方が申請をする場合ということです。ただ、

殆ど使うケースは無かったのではないかと思います。ほんとの一部の先生

方が使ったということのようです。続いてのページになります。こちらは

様式第５５号の次に次の様式を加えるということで、今までは無かった様

式になります。これも同じく介護時間の承認申請簿という形になっており

まして、やはりこれは条例、規則等の改正がありまして必要となった様式

になっております。こちらも表面裏面が一体となった様式となっておりま

す。これらも実際はまた使いながら我々法規担当者が集まって、年に２回

から３回会議を行いながら、また修正を加えて、またもしかしたら１年後

に何らかの様式の修正などがあるかと思いますが、今年度については今回

あげたものが変更の対象となったものです。その他にほんの少しの改正で

すが、１ページ目に戻っていただきまして、様式の前のページに文言の変

更を加える部分がありますが、様式第３６号であれば年休と言う文言、そ

れから有休という文言、意味は年次有給休暇ということで同じなんですが、

学校現場では年休、それから役所関係では年休と呼んでいる訳ですが、こ

のあたりが混在しているというところでしたので、こちらの様式には年休

と有休と両方を並べて描くような様式に変えさせていただいたと、ほんと

に僅かな修正なんですが、他の文言の変更についてもこのような形で変更

をさせていただきたいものです。以上になります。 

教 育 長：細かなどこがどうってなことは指摘しずらいですが、ただ今大雑把に説明

していただいた通りとなりますが、何かご意見はございますか。 

事務局長：本来であれば旧様式があって比較できれば良かったんですが、旧様式がな

く非常に分かりにくいかと思うのですが、非常に細かいところまで訂正が

あるということで、全国的に様式をつくり変えたということでお考えいた

だければと思います。 

渡邉委員: 現場の先生方から指摘があったということですか。 

山本係長：そうです。介護関係の県条例、規則の改正プラスの現場からの声がありま

して、このように改正していただいた方が現場としては使いやすいという



ことで、今回の改正になりました。 

鈴木委員: 時数の計算とかは変わっていないでしょう。 

山本係長：それは変わっていないです。表の本当の一部が変わっているだけなんです。 

事務局長: 具体的な訂正箇所の例は。 

山本係長：例えば、様式第４４号で言いますと、表の中の上から２行目、左から５つ

目の四角の枠に理由※１、その下括弧してＡ、Ｂとありますが、これが実

はＡ，Ｂ，Ｃともう一つあって、この説明が下の※１のところに書いてあ

るわけですね。Ａ，Ｂに元々Ｃがあったと、ここのＣには、夏休み等のお

盆等の行事があった場合は、Ｃに丸をするようになってましたが、それは

必要ないだろうということで、Ｃを削除したと、ですので新しい様式はＡ，

Ｂだけになっている。それから、今のＡ，Ｂという欄の２つ右側の四角の

枠に続き柄の下に、今回このような文言が加わったと、今までは手書きで

書くようになっていたんですけど、元々小さな表で書きづらいということ

もあるんですが、書いてあるところに丸をする程度でわかるような形で初

めから様式に入れたというような形になっています。このように非常に細

かい部分なんですが、学校現場ではこのような方が使いやすいというとこ

ろから今回の改正を求められたものです。 

教 育 長：今までやってきた中で不都合があるから改正に至った訳で、これもまた実

際に使ってみると不都合が生じてくる可能性もあるわけですよね。 

山本係長:そのとおりです。 

教 育 長：今回の改正について他にご意見はありませんか。それでは、他にないよう

ですので、第１４号議案について、賛成の方の挙手をお願いします。 

     （委員：全員挙手） 

教 育 長：挙手全員ですので、第１４号議案については可決されました。以上で本

日の議事案件は終了いたしました。それでは平成２９年度第９回の定例

会を終了します。皆様お疲れ様でした。 


